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本
書
を
編
集
し
て
い
く
中
で
、
「
藁
」
（
藁
製
品
）
に
関
す
る
史
料
が
想
像
以
上
に

多
く
見
つ
か
り
ま
し
た
。 

 
全
て
を
本
書
に
収
録
で
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
西
浅
羽
村
の
長
溝
の
史
料
か
ら
、

あ
る
程
度
詳
し
い
内
容
が
分
か
る
も
の
を
い
く
つ
か
収
録
で
き
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、

昭
和
（
あ
る
い
は
近
代
？
）
の
藁
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
史
料
か
ら
見
る
と
中
々
重
要

な
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

 

先
ほ
ど
別
件
で
『
目
で
み
る
袋
井
市
史
』
を
開
い
た
と
こ
ろ
、「
袋
井
市
を
構
成
す

る
旧
町
村
の
特
産
物
」
と
い
う
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
書
か
れ
た
と
思
し
き
図
（
合
併
前

に
書
か
れ
た
本
の
た
め
現
在
の
袋
井
市
の
北
部
の
み
）
が
た
ま
た
ま
目
に
入
っ
て
き

ま
し
た
。
い
つ
の
時
期
に
つ
い
て
書
か
れ
た
図
か
は
不
明
で
す
が
、
そ
の
図
で
は
、

三
川
、
今
井
、
宇
刈
、
久
努
西
、
袋
井
、
久
努
、
田
原
、
笠
原
と
、
一
〇
箇
村
中
八
箇

村
の
と
こ
ろ
に
「
藁
」
と
書
か
れ
、
図
の
下
に
は
御
丁
寧
に
「
※
「
藁
」
と
は
藁
製
品

の
こ
と
」
と
注
記
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
（1

）
。 

 

沢
山
史
料
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
当
時
と
し
て
は
相
当
重
要
な
も
の
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
ん
な
昭
和
の
藁
に
つ
い
て
御
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
六
月
三
日
に
書
か
れ
た
と
見
ら
れ
る
〔
明
野
飛
行
学

校
袖
浦
分
校
か
ら
西
浅
羽
村
へ
依
頼
の
藁
布
団
用
藁
註
文
に
つ
き
〕
を
見
る
と
、
明

確
な
藁
製
品
発
注
者
と
、
発
注
さ
れ
た
藁
製
品
が
分
か
り
ま
す
【
写
真
１
】。 

 

『
至
急
』 

拝
啓 

突
然
の
御
依
頼
に
て
恐
縮
に
候
得
共 

今
般 

明
野
飛
行
学
校
袖
浦
分

校
よ
り 

本
村
宛
に
て 

藁
布
団
用
藁
の
註
文
有
レ

之 

軍
部
の
事
に
も
候
ヘ

バ 

拒
む
ハ 

如
何
と
存
ジ
候
に
付
て
ハ 

左
記
に
依
り
貴
字
一
般
よ
り
の
供

出
方
御
高
配
相
願
ひ
度 

此
の
段
御
依
頼
申
上
候 

記 

一
、
集

荷

日

時 
 

六
月
四
日
午
前
七
時
（
明 

日
曜
日
朝
） 

一
、
集

荷

場

所 
 

農
業
会
倉
庫
前 

一
、
供

出

数

量 
 

一
戸 

十
把
ノ
割 

一
、
荷
造
リ
方
法 

 

十
把
ヲ
三
ヶ
所
デ
固
ク
結
ブ
コ
ト 

備
考 

非
農
家 

又
ハ 

全
然
藁
無
キ
家
ハ
止
ム
無
シ 

以

上 

西
浅
羽
村
役
場 

部
落
会
長
殿
（2

） 

  

明
野
陸
軍
飛
行
学
校
袖
浦
分
校
か
ら
西
浅
羽
村
に
、
藁
布
団
用
の
藁
を
注
文
し
て

い
ま
す
。 

明
野
陸
軍
飛
行
学
校
袖
浦
分
校
跡
地
は
現
在
「
袖
浦
公
園
」（
磐
田
市
飛
平
松
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
公
園
の
近
所
に
住
ん
で
い
る
友
人
に
よ
る
と
「
よ
く
子
ど
も
を
連

れ
て
散
歩
に
行
っ
た
、
飛
行
機
が
置
い
て
あ
っ
た
よ
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

飛
行
学
校
で
藁
布
団
を
ど
の
よ
う
に
使
用
す
る
の
か
、
航
空
や
軍
事
に
明
る
く
な

い
私
は
知
り
ま
せ
ん
。
調
べ
て
も
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
、
航
空
に
詳
し
い
方
が
も

（
朱
印
） 

【写真１】明野飛行学校袖浦分校から 

（本書 246 号） 
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し
本
書
を
お
読
み
に
な
っ
た
ら
、「
多
分
こ
う
使
っ
た
と
思
う
よ
」
と
御
教
示
い
た
だ

け
ま
す
と
幸
い
で
す
。 

本
文
中
に
「
軍
部
の
事
に
も
候
ヘ
バ
拒
む
ハ
如
何
と
存
ジ
候
に
付
て
ハ
」（
軍
部
の

こ
と
で
も
あ
る
の
で
、
拒
否
す
る
の
も
ど
う
か
と
思
っ
て
）
と
あ
る
の
が
少
し
気
に

な
り
ま
す
。
「
気
は
進
ま
な
い
け
ど
、
軍
が
言
う
こ
と
だ
か
ら
断
る
の
も
な
あ…

…

」

と
、
嫌
々
な
感
じ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
末
尾
に
備
考
と
し
て
「
非
農
家
又
ハ
全
然

藁
無
キ
家
ハ
止
ム
無
シ
」
と
あ
る
の
は
、「
嫌
だ
っ
た
ら
『
藁
全
然
な
い
や
』
と
言
っ

て
断
っ
て
も
い
い
よ
」
と
い
う
含
み
で
し
ょ
う
か
。 

 

こ
こ
ま
で
は
っ
き
り
「
こ
の
話
を
受
け
る
の
イ
ヤ
！
」
と
い
う
感
情
が
伝
わ
っ
て

く
る
公
文
書
も
珍
し
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
九
月
二
十
日
付
け
「
藁
工
品
夏
季
特
別
増
産
激
励
打

合
会
并
ニ
慰
問
演
芸
会
開
催
ニ
関
ス
ル
件
」
を
見
る
と
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）

は
藁
が
不
作
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
前
の
〔
明
野
飛
行
学
校
袖
浦
分
校
か
ら
西
浅
羽
村

へ
依
頼
の
藁
布
団
用
藁
註
文
に
つ
き
〕
で
藁
の
提
供
を
渋
っ
て
い
た
こ
と
の
背
景
に

は
そ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
【
写
真
２
】。 

 

昭
和
十
九
年
九
月
廿
日 

西
浅
羽
村
長 

 
 

藤
原
操
平
（
印
） 

『
長
溝
推
進
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
浅
羽
村
農
業
会
長
溝
口
由
平
（
印
） 

桑
原
政
太
郎
』
殿 

藁
工
品
夏
季
特
別
増
産
激
励
打
合
会
并
ニ
慰
問
演
芸
会
開
催
ニ
関
ス
ル

件 

 

藁
工
品
ノ
需
要
頓
ニ
急
増
ニ
伴
ヒ
夏
季
特
別
増
産
推
進
運
動
ヲ
展
開
致
候
所
、

本
年
ハ
種
々
ノ
事
情
ニ
依
リ
生
産
頗
ル
低
調
ニ
シ
テ
不
振
傾
向
ニ
ア
ル
現
況
ニ

鑑
ミ
主
要
産
地
ニ
於
ル
一
大
奮
起
ヲ
促
ス
ノ
要
切
ナ
ル
モ
ノ
日
時
ニ
ヨ
リ
打
合

会
並
ニ
演
芸
会
開
催
ノ
趣
、
県
農
業
会
磐
田
支
部
、
食
糧
検
査
所
磐
田
支
部
ヨ

リ
依
頼
有
レ

之
候
ニ
付
萬
障
御
繰
合
、
当
日
御
出
席
被
レ

下
度
、
此
段
及
二

御
案 

内
一

候
也
。 

『
打
合
会
』 

追
而
、
出
席
者
ニ
対
シ
夕
食
料
金
壱
円
也
呈
上
ノ
予
定
ニ
有
レ

之
。
申
添
候
。 

記 

一
、
日
時 

 

九
月
廿
四
日 

午
后
一
時
ヨ
リ
打
合
会 

午
后
七
時
ヨ
リ
演
芸
会 

一
、
会
場 

 

西
浅
羽
村
国
民
学
校 

 

『
長
溝
推
進
員 

桑
原
政
太
郎
殿
』（3

） 

  

興
味
深
い
の
は
、
藁
工
品
増
産
の
た
め
の
打
ち
合
わ
せ
と
と
も
に
演
芸
会
が
セ
ッ

ト
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。 

増
産
の
た
め
に
も
、
藁
生
産
者
の
皆
さ
ん
に
演
芸
会
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
、

よ
り
一
層
の
や
る
気
を
出
し
て
も
ら
お
う
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
昭
和
二
十

（
手
書
） 

（
一
九
四
四
） 

（「
農
業
会
長
」） 

（「
静
岡
県
磐
／
田
郡
西
浅
／
羽
村
長
印
」） 

（
青
字
） 

（
手
書
） 

【写真２】藁工品慰問演芸会 

（本書 258 号） 
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年
（
一
九
四
五
）
二
月
七
日
付
け
「
西
出
第
三
号 

藁
工
品
増
産
ニ
関
ス
ル
件
」
を
見

る
と
、
藁
製
品
を
一
定
数
以
上
供
出
し
た
人
に
特
配
品
を
配
る
こ
と
で
、
生
産
意
欲

を
向
上
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

西
出
第
三
号 

昭
和
二
十
年
二
月
七
日 

 
 
 
 

西
浅
羽
食
糧
検
査
□
（
印
） 

各
推
進
員
殿 

藁
工
品
増
産
ニ
関
ス
ル
件 

標
記
ノ
件
ニ
関
シ
推
進
本
部
ヨ
リ
通
牒
有
レ

之
候
条
、
関
□
生
産
者
ニ
徹
底
セ
シ

メ
増
産
意
欲
ノ
昂
揚
ニ
ツ
ト
メ
ラ
レ
候
。 

記 

一
、
生
産
者
ニ
対
ス
ル
配
布
基
準 

(イ)

自
二

昭
和
二
十
年
一
月
一

至
二

三
月
一

ノ
期
間
ニ
於
テ
左
記
□
ノ
供
出
ヲ

了
シ
タ
ル
生
産
者
ニ
対
シ
、
供
出
先
順
□
弐
点
以
内
ヲ
配
布
ス
ル
モ
ノ

ト
ス
。 

(ロ)

生
産
数
量
基
準 

縄 

六
〇
〇
貫
以
上
（
足
踏
機
）
動
力
機
ハ
九
［ 

莚 

五
〇
〇
枚
以
上
（
足
踏
機
） 

(ハ)

特
配
品 

股
引
、
モ
ン
ペ
ー
（4

） 

  

史
料
下
部
が
綴
り
に
綴
じ
ら
れ
て
読
め
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、「
左
記
□
ノ

供
出
ヲ
了
シ
タ
ル
生
産
者
ニ
対
シ
、
供
出
先
順
□
弐
点
以
内
ヲ
配
布
ス
ル
」
と
あ
っ

て
、
縄
六
〇
〇
貫
以
上
、
ま
た
は
（
多
分
「
ま
た
は
」
で
接
続
す
れ
ば
良
い
と
思
い
ま

す
）
莚
五
〇
〇
枚
以
上
な
ど
（
他
の
品
目
は
綴
ら
れ
て
判
読
不
能
）
を
供
出
し
た
人

に
は
、
一
定
点
数
分
（
点
数
は
綴
ら
れ
て
判
読
不
能
）
以
内
の
も
の
を
配
付
、
具
体
的

に
は
「
股
引
、
モ
ン
ペ
ー
」
を
配
付
す
る
、
と
の
こ
と
で
す
。「
関
□
〔
係 

カ
〕
生
産

者
ニ
徹
底
セ
シ
メ
増
産
意
欲
ノ
昂
揚
ニ
ツ
ト
メ
ラ
レ
候
」
と
あ
り
ま
す
。 

 

そ
れ
だ
け
藁
製
品
に
対
す
る
需
要
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
三
日
付
け
「
西
出
第
三
八
号 

藁
工
品
増
産
打

合
会
開
催
ニ
関
ス
ル
件
」
を
見
る
と
、
演
芸
会
は
と
も
か
く
と
し
て
、
増
産
打
合
会

で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
話
さ
れ
た
の
か
が
な
ん
と
な
く
分
か
り
ま
す
【
写
真
３
】。 

 

西
出
第
三
八
号 

昭
和
二
十
年
三
月
三
日 

 

西
浅
羽
検
査
出
張
所
（
印
） 

『
婦
人
会
役
員
』
殿 

藁
工
品
増
産
打
合
会
開
催
ニ
関
ス
ル
件 

標
記
ノ
件
ニ
関
シ
県
藁
工
品
増
産
推
進
本
部
ヨ
リ
通
牒
有
レ

之
候
条
、
甚
ダ
御

多
忙
ノ
折
柄
恐
入
リ
候
ヘ
共
、
至
急
ヲ
要
ス
ル
点
多
々
有
レ

之
由
ニ
御
座
候
間
、

左
記
ニ
依
リ
打
合
会
開
催
致
ス
ベ
ク
候
条
、
万
障
御
繰
リ
合
セ
御
出
席
相
成

リ
度
、
及
二

御
願
一

候
也
。 

◎
婦
人
会
員
ノ
御
方
ハ
成
ベ
ク
藁
工
生
産
者
ニ
御
願
ヒ
致
シ
度
、
各
部
落
共
五
、

六
名
ハ
必
ズ
御
出
席
下
サ
ル
様
、
御
手
配
相
成
度
、
御
願
申
上
候
。 

記 

一
、
日
時 

昭
和
二
十
年
三
月
五
日
午
后
三
時 

励
行 

一
、
場
所 

西
浅
羽
村
国
民
学
校 

一
、
打
合
協
議
事
項 

(イ)

増
産
ニ
関
ス
ル
件 

(ロ)

新
規
格
改
正 

(ハ)

新
価
格
ニ
関
ス
ル
件 

(ニ)

特
配
品
ノ
配
給
ニ
関
ス
ル
件 

(ホ)

其
ノ
他 

注
意 

尚
当
日
同
時
刻
ニ
空
襲
警
報
発
令
ノ
場
合
ハ
翌
日
ノ
同
時
刻
ト
ス
。

（5

） 

  

こ
の
と
き
に
は
、「
(イ)

増
産
ニ
関
ス
ル
件
」、「
(ロ)

新
規
格
改
正
」、「
(ハ)

新
価
格
ニ
関

ス
ル
件
」、「
(ニ)

特
配
品
ノ
配
給
ニ
関
ス
ル
件
」、「
(ホ)

其
ノ
他
」
に
つ
い
て
話
さ
れ
て

い
ま
す
。「
増
産
ニ
関
ス
ル
件
」
は
具
体
的
な
内
容
が
さ
っ
ぱ
り
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

（
一
九
四
五
） 

（
手
書
） 

（
一
九
四
五
） 

（
一
九
四
五
） 

（「
西
浅
羽
食
／
糧
検
査
吏
員
／
出
張
所
印
」） 
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藁
製
品
が
買
い
取
ら
れ
る
と
き
の
価
格
の
変
更
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

「
(ニ)

特
配
品
ノ
配
給
ニ
関
ス
ル
件
」
は
、
ま
さ
し
く
右
で
見
た
昭
和
二
十
年
（
一
九

四
五
）
二
月
七
日
付
け
「
西
出
第
三
号 

藁
工
品
増
産
ニ
関
ス
ル
件
」
に
関
わ
る
よ

う
な
内
容
で
し
ょ
う
。 

 

注
意
書
き
と
し
て
「
当
日
同
時
刻
ニ
空
襲
警
報
発
令
ノ
場
合
ハ
翌
日
ノ
同
時
刻
ト

ス
」
と
あ
る
点
に
時
代
性
を
感
じ
ま
す
。 

 

よ
く
見
る
と
、
こ
の
文
書
は
婦
人
会
役
員
に
宛
て
て
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
藁
工
品

作
成
に
は
、
女
性
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
藁
工
品

が
副
業
と
し
て
奨
励
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
も
関
係
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
あ

た
り
は
、
本
書
「
養
兎
」
の
項
も
御
参
照
く
だ
さ
い
。 

こ
こ
で
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）「
藁
工
品
ハ
兵
器
ナ
リ
」（〔
昭
和
十
八
年
度
書

類
綴
〕
と
い
う
チ
ラ
シ
（
本
書
八
一
二
頁
に
写
真
）
を
見
る
と
、
叺
（
穀
物
・
塩
・
石

炭
な
ど
を
入
れ
る
藁
莚
の
袋
）
・
縄
・
莚
が
、
供
出
さ
れ
た
藁
製
品
の
主
な
も
の
で
、

そ
の
用
途
は
物
資
の
運
搬
用
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
（6

）
。 

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
、
供
出
さ
れ
た
藁
製
品
そ
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昭

和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
十
二
月
一
日
付
け
「
農
第
一
一
六
号 

酒
精
原
料
用
生
干

甘
藷
供
出
ニ
関
ス
ル
件
」
は
、
藁
製
品
（
こ
こ
で
は
俵
）
で
物
資
を
運
搬
し
た
実
例
で

す
。 

 

農
第
一
一
六
号 

昭
和
十
三
年
十
二
月
一
日 

 
 
 
 
 

西
浅
羽
村
農
会 

各
部
農
会
長
殿 

酒
精
原
料
用
生
干
甘
藷
供
出
ニ
関
ス
ル
件 

曩
ニ
御
依
頼
致
シ
置
キ
候
標
記
生
干
甘
藷
、
左
記
ニ
依
リ
集
荷
可
レ

致
候
条
、
貴

部
内
供
出
者
ニ
御
知
ラ
セ
相
成
度
、
此
段
及
二

御
願
一

候
也
。 

追
テ
充
分
乾
燥
セ
ル
物
モ
念
ノ
為
出
荷
前
日
今
一
度
日
乾
ノ
上
供
出
相
成
様

特
ニ
御
話
シ
願
度
申
添
候
。 

記 

一
、
集

荷

日 
 
 

十
二
月
十
日 

一
、
受
付
時
刻 

 
 

午
前
七
時
ヨ
リ
十
時
迄 

一
、
集
荷
場
所 

 
 

産
業
組
合
農
業
倉
庫
前 

備
考
、
荷
送
リ
用
俵
ハ
、
一
俵
八
貫
匁
ニ
付
、
供
出
数
ニ
応
ジ
当
日
朝
八
時
迄

ニ
御
届
相
成
度
候
。（7

） 

  

荷
送
り
用
の
俵
に
は
い
く
つ
か
規
格
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
ア
ル
コ
ー
ル
の
原

料
と
な
る
甘
藷
（
サ
ツ
マ
イ
モ
）
を
運
ん
で
い
ま
す
。 

 

要
す
る
に
芋
焼
酎
で
す
が
、
こ
こ
で
言
っ
て
い
る
「
酒
精
」
は
工
業
用
の
ア
ル
コ

ー
ル
で
し
ょ
う
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
十
日
付
け
「
西
農
第
四
〇
号 

甘

藷
緊
急
協
議
会
開
催
ノ
件
」
で
は
「
主
要
食
糧
及
液
体
燃
料
確
保
」
の
た
め
に
、
甘
藷

に
つ
い
て
緊
急
協
議
会
を
開
催
し
た
い
、
と
言
っ
て
い
ま
す
（8

）
。 

さ
て
、
そ
ん
な
重
要
な
藁
製
品
で
す
が
、
先
に
見
た
〔
明
野
飛
行
学
校
袖
浦
分
校

か
ら
西
浅
羽
村
へ
依
頼
の
藁
布
団
用
藁
註
文
に
つ
き
〕
で
は
、「
非
農
家
又
ハ
全
然
藁

無
キ
家
ハ
止
ム
無
シ
」（9
）

と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
藁
製
品
を

（
印
「
磐
田
郡
西
浅
／
羽
村
農
会
印
」） 

（
一
九
三
八
） 

【写真３】「西出第三八号 藁工品増産打

合会開催ニ関スル件」 

（本書 284 号二次使用面） 
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作
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
で
す
が
、
み
ん
な
が
み
ん
な
上
手
に
縄
や
莚
や

袋
を
作
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
一
月
四
日
付

け
「
俵
装
ノ
件
」
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
【
史
料
４
】。 

 

昭
和
十
五
年
十
一
月
四
日 

『
保
証

責
任

西
浅
羽
村
信
用
購
買
販
売
利
用
組
合
』 

常
設
委
員
殿 

俵
装
ノ
件 

予
テ
御
了
承
ノ
コ
ト
ヽ
ハ
存
候
ヘ
共
、
本
年
米
俵
ノ
包
装
ハ
前
年
ト
大
ニ
異
リ

候
ニ
付
テ
ハ
、
コ
レ
カ
実
地
練
習
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
ヽ
存
セ
ラ
レ
候
条
、
左
記
日

時
組
合
ヨ
リ
係
員
出
張
、
親
シ
ク
御
指
示
可
二

申
上
一

候
条
、
時
刻
厳
守
御
参
集

方
御
手
配
相
成
度
、
得
二

貴
意
一

候
。 

 
以
上 

記 

十
一
月
『
十
三
』
日
午
前
六
時
半
『
神
社
内
』（1

0

） 

  

何
を
言
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、「
今
年
の
俵
は
去
年
の
も
の
と
全
然
違
っ
て
い

て
ヘ
ッ
タ
ク
ソ
！ 

こ
れ
は
俵
作
り
の
実
地
練
習
が
必
要
だ
か
ら
、
十
一
月
十
三
日

の
午
前
六
時
半
（
早
朝
で
す
ね
！
）
か
ら
、
神
社
内
で
俵
作
り
の
実
地
練
習
を
行
い

ま
す
！
」
と
い
う
内
容
で
す
。 

 

わ
ざ
わ
ざ
通
知
を
出
す
ほ
ど
俵
作
り
が
下
手
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

こ
の
年
は
、
た
ま
た
ま
不
器
用
な
人
が
作
っ
た
俵
が
集
中
的
に
使
用
さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

察
す
る
に
、「
み
ん
な
藁
製
品
を
作
っ
て
ね
」
と
言
わ
れ
、
「
不
器
用
で
苦
手
な
ん

だ
け
ど
な
あ
」
と
思
い
な
が
ら
も
必
死
に
俵
を
編
ん
で
み
た
ら
、「
本
年
米
俵
ノ
包
装

ハ
前
年
ト
大
ニ
異
リ
候
ニ
付
テ
ハ
、
コ
レ
カ
実
地
練
習
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
ヽ
存
セ
ラ
レ

候
」（
今
年
の
米
俵
の
包
装
は
前
年
と
大
い
に
違
っ
て
い
て
、
こ
れ
〈
俵
作
り
〉
の
実

地
練
習
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
）
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
。
な
ん
と
も
か
わ
い
そ
う
な
お
話
で
す
。 

 

そ
の
俵
を
作
っ
た
某
氏
は
、「
難
し
い
言
い
回
し
を
し
な
い
で
、
は
っ
き
り
下
手
く

そ
っ
て
言
っ
て
く
れ
よ
！
」
と
思
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
あ
た
り
は
文
献

史
学
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

こ
こ
ま
で
昭
和
戦
時
期
の
村
に
お
け
る
藁
製
品
製
造
を
見
て
き
ま
し
た
。 

 

戦
時
期
に
は
、
藁
製
品
が
輸
送
時
の
梱
包
材
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

ど
う
や
ら
村
を
挙
げ
て
副
業
的
に
、
し
か
し
か
な
り
の
数
量
を
生
産
し
て
い
た
こ
と
、

婦
人
会
が
関
わ
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
、
お
お
よ
そ
、
そ
の
三
点
を
、
残
さ
れ
た
史

料
か
ら
見
て
き
ま
し
た
。 

 
日
本
で
は
、
中
世
に
も
屋
内
で
の
夜
業
は
無
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
が
、

江
戸
時
代
頃
か
ら
、
菜
種
油
な
ど
を
用
い
て
、
夜
業
で
様
々
な
製
品
を
作
る
、
と
い

う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
（1

1

）
。
こ
う
し
た
夜
業
に
よ
っ
て
、
近
世
の
村
で
は
、

藁
製
品
が
こ
し
ら
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 

右
田
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
に
は
、
燃
料
を
購
入
に
よ
っ
て
入
手
す
る
こ
と
の
方

〔×

■
〕 

（
手
書
） 

（
手
書
） 

（
紫
印
） 

（
一
九
四
〇
） 

【写真４】「俵装ノ件」（本書 92号） 
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が
多
い
都
市
部
よ
り
も
、
燃
料
を
採
取
で
き
る
村
で
、
よ
り
多
く
夜
業
が
行
わ
れ
た

よ
う
で
（
都
市
部
で
は
、
夜
業
に
よ
る
収
入
は
燃
料
費
に
比
べ
て
割
に
合
わ
な
い
も

の
だ
っ
た
）（1

2

）
、
都
市
部
で
夜
間
の
生
産
労
働
が
活
発
化
す
る
の
は
、
一
九
世
紀
後

半
の
機
械
制
工
業
の
登
場
以
後
で
あ
り
（1

3

）
、
火
災
の
危
険
が
あ
る
と
当
時
考
え
ら
れ

て
い
た
石
油
ラ
ン
プ
か
ら
、
当
時
、
よ
り
安
全
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
電
灯
へ

と
灯
り
が
変
化
す
る
中
で
、
夜
業
が
よ
り
盛
ん
に
な
っ
た
（
機
械
制
工
業
と
資
本
主

義
、
照
明
技
術
の
発
達
に
よ
り
都
市
が
夜
業
の
中
心
地
化
し
た
）
と
い
い
ま
す
（1

4

）
。 

 

こ
う
し
た
都
市
部
の
工
業
化
の
進
展
で
、
村
の
夜
業
は
凋
落
し
、
昭
和
六
年
（
一

九
三
一
）
頃
に
は
、
村
の
夜
業
で
作
ら
れ
て
い
た
藁
製
品―

―

縄
・
莚
な
ど―
―

は
、

全
国
で
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
（1

5

）
。 

 

工
業
化
の
発
展
の
中
で
、
一
応
は
、
過
度
の
夜
業
の
禁
止
な
ど
、
労
働
力
の
適
切

な
保
全
を
目
的
と
し
た
、
近
代
の
衛
生
行
政
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
日
中

戦
争
の
勃
発
後
、
さ
ら
に
太
平
洋
戦
争
勃
発
後
は
、
交
代
制
に
よ
る
「
二
十
四
時
間

ぶ
っ
通
し
」
の
生
産
が
行
わ
れ
、
女
子
も
年
少
者
も
工
場
で
夜
業
に
使
役
さ
れ
る
状

況
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
（1

6

）
。 

 

袋
井
市
域
で
は
、
本
項
で
見
て
い
る
西
浅
羽
村
の
す
ぐ
そ
ば
の
上
浅
羽
村
（
芝
）

の
史
料
で
す
が
、
日
清
戦
争
の
頃
に
書
か
れ
た
回
想
録
の
九
葉
目
裏
に
、
以
下
の
よ

う
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。 

 

明
治
十
年
頃
迄
は
行
灯
で
夜
業
を
致
し
、
又
は
松
を
ヨ
リ
、
火
台
で
焼
ま
し
て

夜
業
を
い
た
し
た
。
そ
れ
よ
り
石
油
ト

言
う
物
が
来
て
一
寸
ヘ

石
油
を
ツ
ぎ
火
を

付
た
の
で
有
。
世
進
歩
し
て
ラ
ン
ボ
ト

言
物
出
来
テ

夜
業
い
た
す
様
に
な
り
ま
し

た
。（1

7

） 

  

近
世
の
い
つ
頃
か
～
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
頃
ま
で
は
行
灯
（
油
）、
或
は
松
の

灯
り
で
夜
業
を
し
た
。
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
頃
か
ら
石
油
と
い
う
も
の
が
や
っ

て
き
て
、
そ
の
後
、
「
ラ
ン
ボ
」
（
ラ
ン
プ
の
こ
と
で
し
ょ
う
）
と
い
う
も
の
も
出
来

て
、
そ
れ
で
夜
業
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

こ
れ
は
電
灯
普
及
以
前
の
記
述
で
す
か
ら
、
右
田
が
様
々
な
史
料
か
ら
ま
と
め
た

よ
う
な
夜
業
の
風
景
が
、
上
浅
羽
村
あ
る
い
は
芝
村
（
こ
の
史
料
は
上
浅
羽
村
成
立

以
前
は
芝
村
と
い
う
村
だ
っ
た
地
域
の
も
の
で
す
）
に
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
回
想
録
に
つ
い
て
は
本
書
「
石
油
」
の
項
も
御
参
照
く

だ
さ
い
。 

 

こ
の
夜
業
で
作
ら
れ
て
い
た
も
の
の
具
体
例
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
中
に
藁

製
品
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
昭
和
戦
時
期
（
特
有
の
軍
需
）
の
藁
製
品
生
産
に
、
都
市
の
み
な
ら
ず
村
で

も
女
性
の
力
が
多
く
動
員
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
西
浅
羽
村
の
史
料
で
婦
人
会
が

関
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
想
像
で
き
ま
す
。 

 

藁
製
品
生
産
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
村
の
近
く
（
物
理
的
、
流
通
的
な
近
さ
）
に

あ
る
工
場
や
、
村
の
特
性
に
よ
り
、
ま
た
、
予
期
せ
ぬ
事
件
（「
今
年
の
俵
の
出
来
は

…
…

」
な
ど
）
に
よ
り
、
史
料
が
残
さ
れ
た
村
独
自
の
歴
史
を
今
日
に
伝
え
て
く
れ

ま
す
が
、
同
時
に
、
同
時
代
の
日
本
全
体
が
直
面
し
て
い
た
社
会
的
な
課
題
や
、
都

市
と
農
村
の
関
係
性
な
ど
、
社
会
的
な
広
が
り
も
持
っ
た
も
の
だ
と
も
言
え
そ
う
で

す
。 

 

さ
て
、
こ
う
し
た
戦
時
下
の
藁
製
品
で
す
が
、
生
産
し
、
供
出
し
て
い
た
地
域
の

人
た
ち
に
も
、「
戦
争
に
か
か
る
物
資
の
運
搬
用
に
、
特
別
に
多
く
藁
製
品
を
作
っ
て

い
る
ん
だ
な
あ
」
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
九

月
十
四
日
付
け
「
西
出
号
外 

藁
工
品
増
産
推
進
並
ニ
割
当
ニ
関
ス
ル
件
」
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
【
写
真
５
】。 

 

西
出
号
外 

昭
和
二
十
年
九
月
十
四
日 

西
浅
羽
村
藁
工
品
増
産
推
進
隊
西
浅
羽
出
張
所
（
印
） 

藁
工
品
増
産
推
進
員
殿 

（
一
九
四
五
） 

（
一
八
七
七
） 

（「
西
浅
羽
食
／
糧
検
査
□
□
／
出
張
所
印
」） 

〔
ラ
ン
プ 

カ
〕 

チ
ヨ
ト
ハ 

〔×

油
〕 



819 

藁
工
品
増
産
推
進
並
ニ
割
当
ニ
関
ス
ル
件 

大
東
亜
戦
争
終
結
ニ
伴
ヒ
各
々
其
ノ
職
場
モ
激
変
シ
以
テ
失
業
セ
ラ
レ
タ
ル
者

モ
各
地
ニ
続
出
セ
ル
昨
今
、
各
位
ヲ
初
メ
農
家
ノ
皆
々
様
ニ
ハ
何
等
ノ
変
化
モ

見
ズ
、
唯
々
各
種
ノ
増
産
ニ
邁
進
セ
ラ
レ
、
新
日
本
ノ
建
設
ニ
御
奮
闘
ノ
事
ト

存
ジ
候
。
就
ハ
標
記
藁
工
品
ニ
対
シ
マ
シ
テ
モ
決
戦
ト
同
様
需
要
数
ニ
変
リ
無

キ
状
況
ニ
有
レ

之
、
生
産
ハ
モ
ト
ヨ
リ
本
年
度
（
自
四
月
一
日

至
十
月
末
日

）
ノ
割
当
モ
当
然
完
遂

致
ス
ベ
ク
、
本
部
ヨ
リ
通
牒
有
レ

之
候
条
、
左
記
割
当
数
以
上
生
産
致
サ
レ
度
、

各
戸
ニ
対
シ
割
当
相
成
度
及
二

御
依
頼
一

候
也
。
尚
価
格
ニ
於
テ
モ
各
種
共
九
割

以
上
ノ
値
上
ト
ナ
リ
タ
ル
ニ
付
申
添
候
。 

記 

部
落
名 

『
長
溝
』 

 

莚
類
割
当
数
『
二
七
、
七
五
〇
』
枚 

縄
ニ
有
リ
テ
ハ
従
来
通
リ
生
産
セ
ラ
ル
ヽ
様
御
願
申
上
候
。（1

8

） 

  

冒
頭
、「
大
東
亜
戦
争
終
結
ニ
伴
ヒ
各
々
其
ノ
職
場
モ
激
変
シ
以
テ
失
業
セ
ラ
レ
タ

ル
者
モ
各
地
ニ
続
出
セ
ル
昨
今
」
と
始
ま
り
、
農
家
の
皆
さ
ん
は
変
わ
り
な
く
、
各

種
の
増
産
に
努
め
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
と
言
い
つ
つ
、「
就
ハ
標
記
藁
工
品

ニ
対
シ
マ
シ
テ
モ
決
戦
ト
同
様
需
要
数
ニ
変
リ
無
キ
状
況
ニ
有
レ

之
、
生
産
ハ
モ
ト
ヨ

リ
本
年
度
（
自
四
月
一
日

至
十
月
末
日

）
ノ
割
当
モ
当
然
完
遂
致
ス
ベ
ク
」
と
本
題
を
伝
え
て
い
ま
す
。 

 

わ
ざ
わ
ざ
藁
製
品
で
一
通
通
牒
を
出
し
て
い
る
あ
た
り
、「
戦
争
は
終
わ
っ
た
か
ら
、

藁
製
品
は
そ
ん
な
に
量
は
い
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
」
と
い
う
考
え
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
ま
す
。
「
い
や
、
物
資
の
運
搬
は
戦
争
以
外
に
も
必
要
だ
か
ら
」

と
い
う
わ
け
で
し
ょ
う
。 

 

長
溝
の
割
当
を
見
る
と
、
莚
が
二
万
七
七
五
〇
枚
。
か
な
り
多
い
数
量
に
思
わ
れ

ま
す
が
、
実
際
に
藁
製
品
を
用
意
す
る
と
な
る
と
、
こ
の
数
量
は
ど
の
く
ら
い
の
負

担
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

そ
し
て
、
末
尾
の
「
尚
価
格
ニ
於
テ
モ
各
種
共
九
割
以
上
ノ
値
上
ト
ナ
リ
タ
ル
ニ

付
申
添
候
」
と
い
う
文
言
は
、
農
家
の
皆
様
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
の
情
報
だ
っ
た
の
か

マ
イ
ナ
ス
の
情
報
だ
っ
た
の
か
。
莚
等
の
買
い
取
り
金
額
が
戦
時
中
よ
り
も
九
割
以

上
値
上
げ
、
と
い
う
こ
と
な
ら
、
プ
ラ
ス
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

                        

（
手
書
） 

（
手
書
） 

【写真５】「西出号外 藁工品増産推進並ニ

割当ニ関スル件」（本書 305 号） 
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（1

） 

袋
井
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
目
で
み
る
袋
井
市
史
』
（
袋
井
市
役
所
、
一
九
八

六
年
）
七
五
頁
。 

（2

） 
（
昭
和
十
九
年
〈
一
九
四
四
〉
六
月
三
日
）
〔
明
野
飛
行
学
校
袖
浦
分
校
か
ら

西
浅
羽
村
へ
依
頼
の
藁
布
団
用
藁
註
文
に
つ
き
〕
（
〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類

綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
）。
本
書
二
四
六
号
。
空
格
原
史
料
マ

マ
。 

（3

） 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
九
月
二
十
日
付
け
「
藁
工
品
夏
季
特
別
増
産
激
励

打
合
会
并
ニ
慰
問
演
芸
会
開
催
ニ
関
ス
ル
件
」（
〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類

綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
六
の
内
）。
本
書
二
五
八
号
。 

（4

） 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
二
月
七
日
付
け
「
西
出
第
三
号 

藁
工
品
増
産
ニ

関
ス
ル
件
」
（『
昭
和
二
十
年
四
月 

参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自

治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
）
。
本
書
二
八
三
号
。 

（5

） 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
三
日
付
け
「
西
出
第
三
八
号 

藁
工
品
増
産

打
合
会
開
催
ニ
関
ス
ル
件
」
（
『
昭
和
二
十
年
四
月 

参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半

期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
七
の
内
）。
本
書
二
八
四
号
二
次
使
用
面
。 

（6

） 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
「
藁
工
品
ハ
兵
器
ナ
リ
」
（
〔
昭
和
十
八
年
度
書
類

綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
五―

一
の
内
）。
本
書
二
二
八
号
。 

（7

） 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
十
二
月
一
日
付
け
「
農
第
一
一
六
号 

酒
精
原
料

用
生
干
甘
藷
供
出
ニ
関
ス
ル
件
」
（『
昭
和
拾
参
年
度 

参
考
書
綴
』
長
溝
自
治
会

文
書
近
代
九
の
内
）
。
本
書
六
三
号
。 

（8

） 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
十
日
付
け
「
西
農
第
四
〇
号 
甘
藷
緊
急
協

議
会
開
催
ノ
件
」
（
『
参
考
書
綴 

拾
九
年
度
後
半
期
分
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代

一
七
の
内
）
。
本
書
二
八
五
号
。 

（9

） 

本
書
二
四
六
号
。
前
掲
注
２
参
照
。 

（1
0

） 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
一
月
四
日
付
け
「
俵
装
ノ
件
」（〔
文
書
綴
〕

長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
）。
本
書
九
二
号
。 

（1
1

） 

永
原
慶
二
『
苧
麻
・
絹
・
木
綿
の
社
会
史
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
）

三
四
三―

三
四
五
頁
。
右
田
裕
規
「
「
夜
な
べ
」
の
近
代
史
」（
近
森
高
明
・
右
田

裕
規
編
『
夜
更
か
し
の
社
会
史 

安
眠
と
不
眠
の
日
本
近
現
代
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
二
四
年
）
三
六―

三
九
頁
。 

右
田
論
文
は
「
夜
に
仕
事
を
行
う
こ
と
」
を
軸
と
し
て
、
燃
料
、
産
業
、
工
場
、

価
値
観
な
ど
の
重
要
な
諸
要
素
を
連
関
さ
せ
て
検
討
し
た
も
の
で
、
参
考
と
な
る

仕
事
だ
が
、
日
本
中
世
史
に
つ
い
て
触
れ
た
部
分
、
特
に
そ
の
注
５
に
少
々
不
自

然
な
点
が
あ
る
。 

右
田
は
、
笠
松
宏
至
と
黒
田
日
出
男
を
引
い
て
、
中
世
社
会
で
は
、
夜
間
に
戸
外

で
活
動
す
る
こ
と
自
体
が
社
会
的
な
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
特
に
笠
松
に

よ
れ
ば
、
中
世
の
夜
は
、
昼
間
の
世
俗
や
秩
序
や
論
理
が
失
効
す
る
法
外
の
世
界

と
し
て
、
同
時
代
人
た
ち
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
、
と
紹

介
し
て
い
る
（
右
田
論
文
三
六
頁
）。 

そ
の
本
文
の
記
述
に
付
さ
れ
て
い
る
注
５
を
見
る
と
、
右
田
が
参
照
し
て
い
る
の

は
、
笠
松
宏
至
「
夜
討
ち
」（
網
野
善
彦
・
石
井
進
・
笠
松
宏
至
・
勝
俣
鎮
夫

『
中
世
の
罪
と
罰
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
）
九
〇―

一
〇
二
頁
と
、

黒
田
日
出
男
「
戦
国
・
織
豊
期
の
技
術
と
経
済
発
展
」（
歴
史
学
研
究
会
・
日
本

史
研
究
会
編
『
講
座
日
本
歴
史
４ 

中
世
２
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五

年
）
三
〇
八―

三
〇
九
頁
と
の
こ
と
だ
。
笠
松
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
『
中
世

の
罪
と
罰
』
は
、
後
に
講
談
社
学
術
文
庫
で
文
庫
化
さ
れ
て
い
る
が
、
右
田
論
文

に
付
さ
れ
て
い
る
頁
数
を
見
る
と
原
著
を
参
照
し
て
い
る
よ
う
だ
。 

笠
松
論
文
は
九
〇―

一
〇
二
頁
を
参
照
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
、
笠

松
「
夜
討
ち
」
の
、
扉
以
外
の
全
て
の
頁
で
あ
る
た
め
、
笠
松
論
文
全
体
を
参
照

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

一
方
の
黒
田
論
文
に
つ
い
て
は
、
三
〇
八―

三
〇
九
頁
を
参
照
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
こ
ち
ら
は
、
頁
数
か
ら
考
え
る
に
、
右
田
の
参
照
通
り
『
講
座
日
本
歴

史
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
論
文
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
と
思
う
が
、
黒
田
論
文
の

当
該
ペ
ー
ジ
の
内
容
は
、
機
械
時
計
や
鐘
、
太
鼓
な
ど
に
よ
る
時
報
＝
時
間
の
シ

ス
テ
ム
に
関
す
る
部
分
（
そ
れ
と
若
干
の
和
算
に
関
す
る
記
述
が
三
〇
八
頁
に
あ

る
が
、
三
〇
九
頁
ま
で
は
到
ら
な
い
の
で
、
右
田
が
参
照
し
た
の
は
時
報
に
関
す

る
箇
所
だ
ろ
う
）
で
あ
る
。 

右
田
論
文
の
本
文
（
右
田
論
文
三
六
頁
）
を
読
む
限
り
、
右
田
が
当
該
箇
所
で
参

照
し
た
の
は
笠
松
論
文
の
み
で
あ
っ
て
、
黒
田
論
文
は
参
照
さ
れ
て
い
な
い
。 

こ
の
奇
妙
な
状
態
は
、
何
度
か
原
稿
を
修
正
す
る
中
で
、
本
文
中
の
黒
田
論
文
を

参
照
し
た
箇
所
が
削
ら
れ
、
注
の
中
身
を
修
正
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
こ

と
で
発
生
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
？ 

（1
2

） 

右
田
裕
規
「「
夜
な
べ
」
の
近
代
史
」（
前
掲
注
11
参
照
）
四
一
頁
。 

（1
3

） 

右
田
裕
規
「「
夜
な
べ
」
の
近
代
史
」（
前
掲
注
11
参
照
）
三
九
頁
。 

（1
4

） 

右
田
裕
規
「「
夜
な
べ
」
の
近
代
史
」（
前
掲
注
11
参
照
）
四
一―

四
三
頁
。

ま
た
四
七―

四
八
頁
に
ま
と
め
。 
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（1
5

） 

右
田
裕
規
「
「
夜
な
べ
」
の
近
代
史
」
（
前
掲
注
11
参
照
）
四
〇
頁
。 

（1
6

） 

右
田
裕
規
「
「
夜
な
べ
」
の
近
代
史
」
（
前
掲
注
11
参
照
）
四
六―

四
七
頁
。 

（1
7

） 
〔
回
想
録
〕
（
丸
野
勝
太
郎
家
文
書
近
世
三
〇
）
。
横
帳
、
縦1

2
5
m

m
×

横

1
7
3
m

m
×

厚4
m

m

。
本
書
に
は
収
録
せ
ず
。 

（1
8

） 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
九
月
十
四
日
付
け
「
西
出
号
外 

藁
工
品
増
産

推
進
並
ニ
割
当
ニ
関
ス
ル
件
」
（
『
昭
和
二
十
年
四
月
以
降 

送
付
綴
』
長
溝
自
治

会
文
書
近
代
一
八
の
内
）。
本
書
三
〇
五
号
。 
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